
水素火炎可視化装置 - 定置型 -

・眼に見えない
   水素火炎の形状や領域を
   可視化

・火炎画像の記録，
   警報の発報も可能です

製品仕様

外 形 寸 法
重 量
消 費 電 力
保 護 構 造
検知距離／検知最小火炎長
監 視 エ リ ア

　　　　　カメラヘッド　　　　　　　　　　　電源ボックス
H:148 mm, W:159 mm, D : 345 mm         H:50 mm, W:180 mm, D : 430 mm
                              5.1 kg                                                            1.6 kg
　　　　　　　　　　　　　　　＜ 20 W
　　　　　　防滴仕様                                         　　　 屋内仕様
　　　　　　　　　　20 m ／ 10 cm， 30 m / 20 cm
　　　　　　　　　　　　水平 34°×　垂直 26°

検知原理

株式会社四国総合研究所
SHIKOKU RESEARCH INSTITUTE INC.

http://www.ssken.co.jp/
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可視画像

火炎火炎の遠の遠赤外赤外画像画像

火炎火炎 近の近赤外赤外画像画像

背景背景 近の近赤外赤外 像画像背景の近赤外画像

火炎の近赤外画像 
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燃焼中の水素火炎 可視化した水素火炎

　紫外線センサが水素火炎が発する紫外線を検知する
と，警報発砲を行い，火炎画像の記録を開始します。

　火炎の近赤外画像と背景の近赤外画像から特定され
た水素火炎の領域で，且つ遠赤外画像から特定された
高温である領域を水素火炎と判定し，火炎判定領域を
可視画像上に表示します。

  水素火炎の発光は目に見えま
せんが，紫外線や近赤外線を
放射しています。

これらの光を適切なカメラで
撮影することで，水素火炎を
可視化します。

可視画像

燃焼燃焼中の中の水素水素火炎火炎
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